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第第４４学学年年「「体体育育」」学学習習指指導導案案 授業者 和氣 拓巳 
２月１４日（金）１階体育館 １０：００～１０：４０ （話し合い １１：００～１１：４５） 
 
１ 単元名  「とぶ」―思い通りにならない身体であそぶー 

２ 単元について  

頭ではわかっていても身体が言うことを聞かず，自分の身体ではないみたいだと感じた経験はないだ

ろうか。例えば，もっと速く走りたいのに足が上手く動かなかったり，発表会が迫ると緊張して身体が

震えたり，病気になると身体が重く感じたりといった具合だ。そう考えると，わたしの身体は，わたし

の一部（もしくはわたしそのもの）であるにもかかわらず，思い通りにならないというもどかしさが生

じる。この身体の不自由さに着目し，今年度の４年生は，「思い通りにならない身体」をテーマに，

「身体を知る」ことを目的として体育を展開してきた（体育部提案参照）。例えば，自転車に乗れない

人が，うまくバランスが取れなくて試行錯誤を繰り返す。そのうち，こつを掴んでくると，こつを意識

しなくても，無意識的に自転車に乗れるようになる。このように，身体は，思い通りに動いているとき

には知覚されず，むしろ思い通りに動いていないときに自分の中に現れる。そうして現れた身体を思い

通りに動かしていこうとすることが，「身体を知る」ことにつながると考えた。 
今回は，「とぶ」をテーマとした。ここでの「とぶ」は「足で跳んで足で着地すること」と定義する。

そうした制約の中で，子どもたちは，遠くへ跳んだり，高く跳んだり，連続で跳んだりする中で、「思

い通りに跳べない」ことをきっかけにして身体が現象し，「どのように身体を動かしたら跳べるのか？」

について考えていくことになるだろう。身体の動きは，自分で狙った動きと，実際の動きとの間には差

が生じるものだ。さらに，自分の動きをリアルタイムで確かめながら，動くことは難しい。そうした中

で，【動く-ふり返る-動く】を繰り返し，立ち止まり，考えながら自らの身体感覚に意識を向けて修正

していく。また，自分の身体の現れについて，他者に意見を求めたり，ICT 機器で録画したりすること

で，イメージとリアルの差を埋めていくこともある。様々な学び方を自分自身で選択しながら，異質な

他者とともに互いに影響を及ぼしあい，自分の思い描く理想の「とぶ」を探究していく過程の中で「身

体を知る」ことに迫っていく。 
「とぶ」の場は，子どもたち一人ひとりがそれぞれの必要感のもと準備する。あらかじめ教師が意図

して設定した場で，子どもたちが遊ばされることがないようにするためである。「身体を知る」過程の

中で，自己-他者-モノと自ら関係をつくっていくこと（エージェンシーベースの関係づくり）が，体育

の時間で最も大切にしている視点である。その中で，教師は子どもたちの活動を見守りながらも，子ど

もを追い越さず，子どもとともに探究していくのである。 
３ 学習指導計画（５時間目／全９時間） 

前半  （1・2・3 時間目） 「とぶ」のコンテンツをクラスでつくり，やってみる。探究する。 

中間共有（4時間目） どんなことをしたのかを共有するとともにコンテンツを見直す。 

後半  （5・6・7 時間目） 自分の「とぶ」の探究を進める。 

最終共有（8・9 時間目） 探究をまとめ，意味づけ，聴き合う。 

４ 本時の学習について 

（１）本時のねらい 

 自分なりの「とぶ」の探究に向かい，試行錯誤を繰り返して，「身体を知る」ことに迫る。 
（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 
１ 「とぶ」場を準備する。 
２ 自分が夢中になれる「とぶ」を探究する。 
３ サークルになって今日のことを分かち合う。 

● 安全に配慮して準備できるように声をかける。 
● 子どものやりたいことと，教師が担う責任との

間に立ち，子どもにかかわる。 
□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

子ども一人ひとりの，「身体を知る」ことに迫る姿について。 

第第５５学学年年「「算算数数」」学学習習指指導導案案 授業者 冨田 京子 

２月１４日（金） ４階Ａ室  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 面積について考えよう 

２ 単元について 

 子どもたちは，１１月から週１時間をこの学習にあて、自分の計画に沿って学習を進めてきた。４年

生までの学習で、面積とは何かを考えながらどのように数値化していくかを意識して取り組んできた。

その経験を基に、本単元では色々な平面図形の面積について考えることにした。子どもたちには、面積

の求め方について考えていくことを個別の学習として提示した。１０時間の計画であったが、実際に行

ってみると計画通りには進まず、個別の学習が１４時間になった。個人の進み方には違いがあるもの

の、最初の図形についてじっくり考え、底辺と高さの関係に着目すると汎用性が広がることを実感して

いた。 

また、実際に自分で数値を決めて作図をした図形を使うことで、実際にかいてみると、辺の長さと高

さが同じ数値になってしまうこともあった。そこから、頭の中で考えていることと実際とのズレから改

めて考える姿も見られた。 

本単元のような算数の学習を通して、自分・自分達で学習を創ることは、算数部が考えている「自分

事の算数」により迫れるのではないか。また、そこでは人とのコミュニケーションも多少はあるが、図

形とのコミュニケーションがとても密であった。小学校段階において、具体と抽象の往還は思考を深め

るためにとても重要であると考えている。実際、上記に挙げたように自分の思考と具体とのズレを感じ

ながら対話している様子が今回の学習でもよく見られている。また、自分の学習した結果を表出するた

めにさらに具体を用い、言葉や式を用いていることも必要に迫られたものであったと考えている。その

ような学習に向かう姿勢や方法も含めて高学年としての積み上げも子どもたちの学びにとって大切な要

素となっていくのではないだろうか。 

しかし、具体とのかかわりを重視してきことで、抽象化していく概念、念頭操作や式の変形による一

般化などについての押さえが甘くなっているのではないかと考え、本時は学級として確認したいことや

考えたいことを出し合いながらともに考える時間をとることにした。どのような話題が出るかは、前時

に話し合っておく。話題としては今、個別の学習の中で子どもたちがつぶやいているもの、「なんで、

底辺×高さではなく、たて×横だったのか。」「どうして面積を求めるのか。」「どの図形から取り組

むのが良かったか。」などが出てくるのではないだろうか。そこでの、学習からより抽象化していく概

念が育っていくことを期待している。 

３ 学習指導計画（１７時間目／全１８時間） 

第１次 学習の見通しと計画      …１時間 

第２次 計画に沿った個別の学習    …１４時間 

第３次 面積について考えよう     …本時２／３時間 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 ・みんなで立てた話題について自分なりの考えを持つ。 

・友だちの考えを聞きながら自分の考えと比べたり、イメージしたりしようとする。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．今日の課題について確認する 

２．自分の考えをかく 

３．みんなで話し合う 

４．再度自分の考えをまとめる 

・前時に話し合ったことを確認 

・子どもたちの話を聞きながら必要なことを板

書していく（子どもの思考を可視化する） 

・再度、自分の学習の履歴と合わせて考える 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

 ・「自分事の算数」に向かいその中でコミュニケーションを取りながら学びを深める学習形態の一つ

になりうる可能性はあるか。 
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